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1) 九大泌尿器科および4関 連病院外来,入 院患者で尿路感染症と診断された46例 にCefroxadine

(CGP-9000,CXD)を 投与した。8例 は除外したので効果判定症例は38例 であった。

2) 単純性尿路感染症11例 中,著 効5例,有 効5例,無 効1例 で有効率は90.9%で あ った。複雑

性尿路感染症27例 中,著 効3例,有 効9例,無 効15例 で有効率は44.4%で あ った。

3) 副 作用は自他覚的なものはなかった。GOTお よびGPTが 上昇した1例 とBUN,ク レアチ

ニン上昇した1例 つつがみられたが,重 篤な腎 ・肝障害は認めなかった。

は じ め に

近 年CIBA-GEIGY社 によ って 開発 され た経 口 セ フ ァ

ロス ポ リン系抗 生 物質Cefroxadine(CGP-9000, CXD)

は,3位 に メ トキ シ基 を導 入 した こ とに よ り既存 の 経 口

セ フ ァロス ポ リンよ りさ らに 有効 でか つ毒 性 の 弱 い もの

と報 告 され て い る(Fig. 1)。 本 剤 の 抗 菌 ス ペ ク トラ ム

は,グ ラ ム陽性 菌 お よ び グ ラム陰 性 菌 に広 く,そ の抗 菌

力 はCEXよ り強 く,と くに短 時 間 で 強 い殺 菌力,溶 菌

作用 を示 して い る。本 剤 の経 口投 与 後 の血 中 濃度 の ピー

Fig. 1 Structure of CXD

7-〔D-2-Amino-2-(1,4-cyclohexadienyl)-acetamido〕

-3-methoxy-3-cephem-4-carboxylic acid

クはほぼ1時 間で達 し,そ の値はCEXと ほぼ同等で,

半減期は約45分 である。また各種の毒性試験によりきわ

めて高い安全性を有することが認められている7)。

このたび,わ れわれは,尿 路感染症に対する本剤の臨

床的検討を行ったので報告する。

投与対象と投与方法

投与対象は昭和53年8月 より昭和54月1月 まで.九州

大学泌尿器科および4関 連病院の泌尿器科外来,入 院患

者で尿路感染症と診断された46例 である(Table 1,2)。

投与方法は,原 則として1日750mg(分3)と し,

期間は3～5日 間としたが,1日1,000mg投 与が7例

2,250mg投 与が2例 にあった。

成 績

臨床効果の判定は,U. T. I.薬効評価基準(第 二版)6)

に準 じて行い単純性尿路感染症と複雑性尿路感染症に分

けて検討 した。

単純性尿路感染症(Table 1)は,16例 に投与したが,

投与前の尿細菌培養陰性1例,膿 尿が認められなかった

1例,投 与後に来院 しなかった2例 および腎盂腎炎の1

例 を効果判定から除外し,急 性単純性膀胱炎11例につい
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Table 1 Clinical summary of simple U.T.I. cases treated with CXD

A. C.: Acute cystitis

A. P.: Acute pyelonephritis

Before troatment/

After treatment

て臨床効果を検討した。

総合臨床効果は,著 効5例,有 効5例,無 効1例 で有

効率は90.9%で あ った。自覚症状(排 尿痛)に 対する効

果は消失11例 であり,膿 尿では正常化9例,改 善2例

で,細菌尿では,陰 性化6例,菌 種不明のため減少 ・菌

交代と考えられるのが3例,不 変2例 であった。分離同

定出来た起炎菌は,E. coli 9株,Klebsiella 1株,不 明

1株 であり,投 与後残存 した菌は,Klebsiella 1株 で,

菌交代としてPs. putida 1株 を認めた。

複雑性尿路感染症(Table 2)に は30例 に投与したが,

投与前の尿細菌培養が104未 満 の2例 と,Candidaの1

例を効果判定から除外し,慢 性複雑性膀胱炎18例 と慢性

複雑性腎盂腎炎9例 について臨床効果を検討 した。慢性

複雑性膀胱炎の総合臨床効果は,著 効2例,有 効5例,
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Table 2 Clinical summary of complicated U. T. I. cases treated with CXD

C. C.: Chronic cytitis

C. P.: Chronic pyelonephritis

Before treatment/

After treatment



VOL.28 S-3 CHEMOTHERAPY 451

Table 3 Overall clinical efficacy of CXD classified by type of infection

Overall effectiveness rate: 44.4%

Fig. 2 Influences of CXD on the laboratory findings (1)

WBC RBC Hb

s-GOT s-GPT A1-P
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Fig. 2 Influences of CXD on the laboratory findings (2)

BUN Creatinine

無 効11例 で有効 率 は38.9%で あ り,腎 盂腎 炎 で は,著 効

1例,有 効4例,無 効4例 で あ った。U.T. I.薬 効評 価 基

準 の 疾 患病 態 群 別 はTable 3の ご と く,第1群 は5例

で,有 効2例,無 効3例,第3群 は6例 で,著 効1例,

有 効2例,無 効3例,第4群 は11例 で,著 効2例,有 効

2例,無 効7例,第5群 は2例 で,有 効1例,無 効1

例,第6群 は3例 で,有 効2例,無 効1例 で あ った。

以 上,複 雑 性 尿 路 感染 症 を ま とめ ると 総 合 臨 床 効 果

は,著 効3例,有 効9例,無 効15例 で有 効 率 は44.4%で

あ った 。膿 尿 に 対 す る効 果 は,正 常化10例,改 善2例,

不 変15例 で あ り,細 菌 尿 で は,陰 性化7例,不 変10例,

菌 交 代10例 で あ った。 分 離 同定 出来 た 起 炎菌 は,Klebs-

iella 8株,E. coli 7株,Ps. aeruginosa 5株,P. mi-

rabilfs, P. morganii, St. faecalis各2株,S. epider-

midis, P. rettgeri, Ent, cloaoae, Serratia, Al. faecalis

お の おの1株 で あ った 。投 与 後残 存 した 菌 は,Ps. aer-

uginosa 4株,E. coli, Klebsiella各2株,Serratia, P.

mirabilis各1株 であ り,菌 交 代 と して,Ps. aeruginosa

8株,S. epidermidis, E. coli, P. mirabliis, P. morganii

おの お の1株 を 認 め た。

副 作用 につ い て は投 与 後 来院 しな か った2例 を除 く,

44例 につ いて 検 討 した。 臨床 検 査 は43例 に,末 梢血 は 白

血 球,赤 血 球,ヘ モ グ ロ ビ ン,血 清 化学 はGOT, GPT,

Al-Pお よ びBUN,ク レア チ ニ ンを投 与 前 後 に施 行 し比

較 した 。 自他 覚 的 な 副 作用 は,全 例 にみ られ なか った 。

臨 床 検 査 成 績 で は,末 梢血 には 投与 後 異 常 値 へ の変 動 は

認めなかった。症例38で,GOTが28Uか ら47Uへ,

GPTが35Uか ら51Uへ と上昇したが,主 治医は本剤

との関連は不明であるとしている。症例27でBUNが18

mg/dlか ら27mg/dlへ,症 例26で ク レアチニンが0.7

mg/dlか ら1.6mg/dlへ 上昇 した例がみられたが,重 篤

な肝および腎機能障害はなかった。

考 按

セファロスポリン系抗生物質のなかで経口剤としては

Cephalexin, Cephaloglycin, Cefmdine, Cefatrizineに

ついては,そ れらの臨床効果を報告して来た1)～4)。今回

は,Cefroxadine (CXD)に ついて検討を加えた。本剤

は,グ ラム陰性および陽性菌におけるMICはCEX,

CEDと ほ とんど同様 であるが,Klebsiella pneumoniae

およびE. coliに 対する殺菌作用はすぐれている8)。一

方,九 大泌尿器科外来で,1975年 ～1976年 の主な尿路感

染分離菌は,Proteus 25.1%, Ps. aeruginosa 21.5%, E

coil 16.0%で あ り,薬 剤感受性ではProteusでABPC

22%, CER20%, E. coliでABPC 57%, CER 90%と

KlebsiellaでABPC4%, CER 52%で あり5),セブァ

ロスポリン系薬剤 の臨床効果 は期待できた。実際に

CXDを 投与 してみると,急 性単純性膀胱炎の有効率は

90.9%と また慢性尿路感染症では44.4%と 満足すべき結

果であった。急性症の起炎菌はほとんどがE. coliで あ

り,本 剤投与後に残存した菌はKlebsiellaで あった。慢

性症の主な起炎菌はKlebsiella, E. coli, Ps. aeruginosa
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であり,投与後残存 した菌と菌交代として出現したもの

のほとんどがPs. aeruginosaで あった。

副作用に関しては44例 について検討 したが,自 他覚的

症状は全例に認めなかったが,1例 にGOT, GPTの 上

昇が,ま た1例 つつにBUN,ク レアチニンの上昇例が

みられ,発 現頻度は非常にまれではあったが,用 いるに

当って注意を払う必要がある現象と考えられた。,

以上本剤は経口剤である特長を生かし,尿 路感染症に

は急性症で特に有効であり,慢 性症にも起炎菌を検索 し

つつ投与すれば,臨 床で充分に使用出来ると考えた。
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CLINICAL EVALUATION OF CEFROXADINE (CGP-9000)

ON URINARY TRACT INFECTIONS
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1) Cefroxadine (CGP-9000, CXD) (750-2.250mg/day) was administrated to 46 Patients with urinary
tract infections.

2) In 11 cases of acute simple cystitis, excellent results were observed in 5 cases, good in 5 and poor in
1. Overall effectiveness rate in acute cases was 90.0%.

3) In 27 cases of chronic complicated infection, excellent results were observed in 3 cases, good in 9 and
poor in 15. Overal effectiveness rate in chronic cases was 44.4%.

4) As to side effects, no cases with subjective symptoms were noticed, but in each one case, transaminase,
BUN and creatinine was mild abnormal changed after administration of the drug .


